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0 ． は じめ に　 シ ヴ ァ 教で は ，
二 元論 の 伝統 に属す る シ ャ イ ヴ ァ

・シ ッ ダ
ー ン

タ で あれ
，

一
元論の 伝統に属する トリカ お よ び その トリ カに哲学 的神学 的基盤 を

与 えた再認識派で あれ ， サ ー ン キ ャ の 25 原理 に シ ヴ ァ 教独 自の 11原理 を加 えた

36原理が た て られ る こ とは よ く知 られ て い る． シ ヴ ァ 教 に お い て は ，
25 番 目の

原 理で あ る 個我 （puru＄a） は ， 純粋 な観照者 と して で は な く， 行 為の 主体 と して

捉 え られ る
1）
． こ の 個 我 は ， 主宰神 シ ヴ ァ が 非 限定的 な認識 主 体で あ る の に対 し

て ， 限定的 な認 識 主 体 で あ る． こ の 個 我 に 限 定 を 与 え て い る もの が
， 制 限

（niyati ）， 時間 （ktila）， 執着 （raga ）， 限 定 され た 知 （vidya ）， 限 定 さ れ た 行 為 能 力

（kala） とい う五 つ の 原理 で ある ． 五 つ の 鎧 （paficakaficuka） と呼 ばれ る こ れ ら五 つ

の 原理 の 原 因が マ ー ヤ
ー原理 で ある． マ ー ヤ ー は

，

一
元論にお い て は 真実 を 隠蔽

（tir・dhdna）す る 幻影の こ とで あ り，
二 元論 に お い て は世界 の 質料 因 で ある ． マ ー

ヤ
ー 原理 よ り上 位 に くる 32番 目か ら 36番 目の 五 原理 は

， 絶対者で あ る シ ヴ ァ の

内部展 開 で あ り，
マ ー ヤ

ー
以 下 の 原 理 が 不浄道 （aSuddhadhvan ） を構成する の に対

して ， 清 浄道 （9uddh5dhvan） を構 成す る ． まず個我 の 限 定 され た 知 に 対 して 全知

の 原 理 で あ る清 浄知 （Suddhavidya）が マ ー ヤ ー 原 理 の 上 位 に くる． 同 様 に
， 個我

の 限定 され た行為 能力 に対 して 全 能の 原理 で ある 主 宰神 （iSvara） とい う原理 が清

浄知の 上 位に くる 。 こ れ ら両者 の 上 位原理 が ， 34番 目の 永遠の シ ヴ ァ （sada ≦iva）
2）

とい う原 理 で あ る．全 知全能 とい う二 つ の 属性の 基体で ある永遠 の シ ヴ ァ は
， 静

的 な もの で あり， 普通 は死体 （mahEpreta ） と して 表象 され ， ヴ ェ
ー ダー ン タ学派

が 最高原理 とみ な した ブ ラ フ マ ン に相 当す る． こ の 上 位 に ，
シ ャ クテ ィ と シ ヴ ァ

とい う二 つ の 原 理 が ある． シ ヴ ァ と シ ャ ク テ ィ は ，
こ こ で は 別 々 の 原理 と して た

て られ て い るが ，
シ ャ ク テ ィ は シ ヴ ァ の 活動の 側面 を表 して お り，

しば しば 同
一

視 され る．

　本稿 の 目的は ， 原理 に 関す る シ ヴ ァ 教再 認 識派 の 見解 を明 らか に し ， 同派の

36 原理解釈の 特質 を指摘 す る こ とで あ る ．
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1． 「道」（adhvan ）　こ の 36 原 理 は
，

シ ヴ ァ 教 にお い て ， シ ヴ ァ に 至 る た め

の 六つ の 「道」 （adhvan ） の
一

つ と して 挙げ られ る ． 六つ の 道の 内， ア ビナヴ ァ グ

プ タ に よれ ば， 36原理が 主 要 な もの と され る． シ ヴ ァ 教 で は
，
36原理 の 間に は

因果 関係が あ り， 下位 の 原理 は 上 位 の 原 理 の 結 果 で あ る ． した が っ て
， 36原 理

は ， 上位か ら下位 の 原理 へ 辿 る 場合 に世界創造の 過程 とみ なされ ，

一
方で ， 下 位

か ら上 位 の 原理 へ と辿 る 場合 に は世界帰滅 の 過程 とみ な され る． 下位の 原理 を浄

化 し上 位 の 原理 に還元 する こ とに よ っ て ， 最終 的 に個我 にあ る束縛 を取 り除 く．

そ れ に よ っ て解脱が 可能に な る． そ して
， 下位 の 原理 か ら浄化 して い く手段 と し

て ， 師に よる デ ィ
ー

ク シ ャ
ー

や 知 な どが 用 い られ る の で あ る
3）
． こ こ で 注記 され

るべ きは
， ア ビナ ヴ ァ グ プ タに よれ ば

，

‘
adhvan

’
とい う語 は 二 元 論で は 「到達 さ

れ るべ き段 階」 を意味す る が ，

一
元 論で は ， 「享受 され るべ き対象」 を意味す る

とい うこ とで あ る
4＞
． 二 元論 で は ， シ ヴ ァ 原理 こ そが 到達 され るべ き対象で ある

の に 対 して
，

一 元論 で は ， あ らゆ る原理 が 自己 自身 と同定 され る か らで あ る ．

2 ． 「方法」の 体系　そ れ で は ， 36原理の 体系は
，

シ ヴ ァ
ー 元論の 救済論の 体

系 に お い て どの よ うな位置 を占め る の で あろ うか． 上 述の 「道」の 体系 とは別 に ，

シ ヴ ァ に 至 る 手段 と して 説か れ て い た もの に 「方法」 （up5ya ）の 体系 が あ る． シ

ヴ ァ 教 の ア ー ガ マ で ある 『マ ー
リニ

ー
ヴ ィ ジ ャ ヤ ウ ッ タラ タ ン トラ』で は ， 三 つ

の 方法 ， すなわ ち 「シ ヴ ァ の 方法」 働 mbhava −up 互ya）， 「能力 の 方法」 （SEkta−upaya ），

「個我 の 方法」 伽 ava −up5ya ）が 簡潔 に 言及 され て い る
5）
。 ア ビ ナ ヴ ァ グ プ タ は

，

一

元論的伝統の トリカ派の 体系 を ま とめ た 『タ ン トラ
・
ア

ー ロ ー カ』 にお い て ，
こ

れ ら三 つ の 方 法の 上 に 「僅 か な方法」（anup5ya ）を付け加 えた． 「僅 か な方法」とは ，

師の
一

言 ，

一 連 の 議論 ， あ る い は 聖 典 に 対す る 信頼 に よ っ て頓 悟す る方法 で あ

る． 再 認識 派の 論書 の 学 習 は
， 伝統的に こ の 「僅 か な方法」 に相当する． 他方，

36原 理 につ い て は
， 『タ ン トラ ・ア

ー
ロ ー カ』 に お い て

， 「シ ヴ ァ の 方法」の 補

助 手段 と して ， また 「個我 の 方法」 を説 明す る 第 5 章以 降の 第 9 章で
， 詳述 され

て い る こ とは注意 さ れ るべ きで ある ．

3． 三原理　以 上 の よ うに シ ヴ ァ
ー

元論の 体系に位置づ け られ る 36原理 とは別

に ，
シ ャ イ ヴ ァ

・シ ッ ダー ン タ で は
， 獣 （pbSu）， 主 （pati）， 束縛 （pESa）とい う三

原 理 が たて られ る． そ して こ の 三 原理 こ そが 主要な もの で あ り， 根本 的 なもの で

あ る
6）
． こ れ ら三 原理 は， 世界 とい う束 縛 に よ っ て 限 定 され た獣 で あ る 個我 を ，

束縛 を取 り除 くこ とに よ っ て 主 で あ る シ ヴ ァ が 解 き放つ と い う関係 に あ る．36
原 理 は， こ の うち世界 と い う束縛 に つ い て 述べ た もの で ある． 注意 され なけれ ば
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な らな い の は， 三 原 理 はそ れぞ れ 独立 した 原理で あ り，
た とえ個我が 束縛 を取 り

除か れ た と して もシ ヴ ァ に帰滅する の で は な く， あ くまで シ ヴ ァ と同等の もの に

な る とい うこ とで あ る
7）
． シ ヴ ァ と個我 との 間 に 隔 絶 を認め る と こ ろ に ，

シ ャ イ

ヴ ァ
・シ ッ ダ ー ン タ が 二 元論 とい わ れ る理 由が あ る．

一
方で ，

一
元 論 の 伝統 で

は ，

一
切 は シ ヴ ァ に還 元 され ，

シ ヴ ァ と個我 の 間に は本質的 同
一

性が あ る。

4 ． 原理 （tattva） そ れ で は
，

シ ヴ ァ 教 に お い て 「原理 」（tattva）が ， どの よ

うな もの とみ な さ れ て い る の か． シ ャ イ ヴ ァ
・シ ッ ダ

ー
ン タ の 『マ タ ン ガパ ー ラ

メ ー シ ュ ヴ ァ ラ ー ガ マ 』 で は， 様 々 な特徴が 言 及 され て い る． そ れ らの 特徴 は ，

二 元論 の 伝統 に属 す る学 匠 ラ ー マ カ ン タの 注釈に よれ ば ， 次 の とお りで あ る． ま

ず ， 原理 とは
， 実 在 （vastu ）で あ り， 属性 基 体 （dharmin）で あ る ． さ らに

， 別の

事物の 拠 り所で もあ る ． 変様 した と して も， 本質を失 わず ， 帰滅 に至 る まで 存続

す る もの で あ る
8）
． そ して

， 世界 に 遍満 した もの で あ り， そ れ 自体は他 の 原理 に

支配 され ない もの で ある
9）
．

4 ．1 ． ウ トパ ラデ
ー ヴ ァ の 解 釈 　ウ トパ ラ デ ー ヴ ァ は ， 再 認 識 派 の 創 始者 ソ

ー

マ
ー

ナ ン ダ の 『シ ヴ ァ
・ドリ シ ュ テ ィ 』 に 対す る注釈 にお い て ， 原理 を 「世界 の

多様性 を展 開す る こ とが で きる もの 」 （viSvaprapaficat ・ n ・n ・k§amam ） と述べ ， さ らに

シ ヴ ァ に よ っ て 生 み 出 され た結果 とみ な して い る． こ れ に 関 して
， さ らに 注 目さ

れ るべ きは
，

ウ トパ ラデ
ー ヴ ァ は ， 身体な どが創造主 か ら直接生み 出され る の で

は な く， 諸原理 を通 じて 展 開 され る もの で あ る と述 べ て い る こ とで ある
10）

． こ

の よ うに ， ウ トパ ラ デ ー ヴ ァ は ， シ ヴ ァ の 結果 で ある原 理 を世界創造 の 手段 とみ

な して い る
11）

．

4 ．2 ． ア ビ ナヴ ァ グ プ タの 解釈　ア ビナ ヴ ァ グ プ タ は
，

上 述 の 『マ タ ン ガパ ー

ラ メ ー シ ュ ヴ ァ ラ
ー ガ マ 』 に基づ い て ， 原理 を普遍 （samanya ） に似 た もの と して

解釈する
12）

． こ の こ とは
， 再認識 に 関す る 論書に お い て 明瞭 に述べ られ て い る ．

こ の ［我々 の体系］ で は ， そ れ の性質が原 理 （tattva）で あ る ． したが っ て ， ［原理 とは］

個物 を本質とす る集合を ［同
一

の ］集合 にす る根拠で ある 普遍 と言われ る．例 えば，土

塊や石 こ ろや 肉体な どに と っ て の 地 川 や海や湖や 大洋 に と っ て の 水 とい うよ うに ．そ

の こ とは聖 『マ タ ン ガ』 と い うア ーガ マ 1こ お い て 述 べ られ て い る ． （IPVV　III
，
　p．264）

ア ビ ナ ヴ ァ グ プ タ に よ れ ば
， 原 理 は普遍 （s五mdnya ） と 呼ば れ る もの で あ り

13）
，

個 々 に異 な る個 物 の 集 ま りを同種の もの に する根拠で ある． 36原 理 とは
， 山や

木 とい う個物 にあ る地 とい う普遍 ， ある い は 川や 海 とい う個物 に ある 水 とい う普

遍 と して 理解 され て い る．
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一

方で
， ア ビナ ヴ ァ グ プ タ は普遍 が原理 と言 わ れ る 根拠 に つ い て 次の よ うに 述

べ る．

顕現 を本質 とする 普遍，それ は威力 （vibhava ） と して 展 開され る （tanyate）か ら， その

［普遍 ］は 原理 と い わ れ る ．そ して 壷 な どは他 の もの と して展 開 され な い ．実 に ，その

［壺 な ど ］は ， 地 な どが混合 した も の と して ，す な わ ち相互 に 遍満す る こ とと分化 に

よ っ て多様な もの と して 存立するか ら，威力と い わ れ る． （IPVV　II，　pp．148−9）

こ こ で ， ア ビナ ヴ ァ グ プ タ は 「原理 」 （tattva） とい う語が 語源的に動詞語根 ＞tan

（「展 開する 」） に由来す る もの で あ る こ とを示 して い る
14）

． 「威力 」 （vibhava ） とは
，

身体や 世界 な ど とい っ た 形 で 多様 な もの と して 存立 して い る もの で あ る ． した

が っ て
， 普遍 は

， 多様 な事物 と して 展 開 され る こ とに基づ い て
， 原理 と呼ばれ る

の で あ る． 個物で あ る壷 な どは ， 地 原 理 な どが展 開 した結果 で あ り，
地 原理 な ど

の 混合体で あ る． 以上 の よ うな ア ビ ナ ヴ ァ グ プ タの 派生 的分析 と語源的分析 を踏

襲 して
，

ク シ ェ
ー マ ラ ー ジ ャ は

， 「そ れ の 性質が ， 展開する こ と に基づ い て ， 原

理 で ある」 （tasya　bhEvas　tananat　tattvam） と述べ て い る
15）

．

　 こ こ に は ， 再 認識 派にお ける個物化 の プ ロ セ ス と同様の 発 想が 見 られ る ． 再認

識派にお い て は ， 特定化され て い な い
一

般的な普遍 の 顕 現 （sarndny 互bhdSa）が
， 特

定の 時聞や 空 間の 顕現 と結 び つ くこ とに よ っ て 個物 に な る の で ある
16）

．

5 ． 36原理 と世界帰滅 　既 に述 べ た よ うに ， 36原理 の 階梯 は 因果 関係 を本質

と して い る ． 下位原理 は上 位原理 の 結果で ある． した が っ て ， 最終的な結果 で あ

る 下位 の 原理 の 原 因 を探 求 し ， 36原理 の 階梯 を一 段 階ずつ 辿 る こ と に よ っ て
，

シ ヴ ァ へ と至 る こ とが 可 能 に な る． シ ャ イ ヴ ァ
・シ ッ ダ ー ン タにお い て は， こ の

よ うに 36原理 は 論理 的側面 か らも利用 され る．

　 しか し ，
ア ビナ ヴ ァ グ プ タ に よ れ ば ， 世界帰滅 の 過程 ， 言い 換 えれ ば解脱 の 方

法 は
， 次 の よ うに な る

17）
． まず対象の 根 源 を探 求す る， こ の と き ， 対象 が 自ら

の 意識 の 内に 現れ た もの に過 ぎな い こ とを知る ． こ れ に よ っ て ， 対象の 存在意義

は 転換 す る． 以 前 に は ， 輪廻 の 原 因 で あ っ た もの が解脱の 手段 とな る の で あ る．

そ して対象が 認識 主体 に帰 滅 した あ と ， そ の 認識 主体が ， シ ヴ ァ 同様 に認識 と行

為 を有する こ と を根拠に ，
シ ヴ ァ に同定 され る の で ある． そ れ に よ っ て

， 現象世

界 ， 認識 主体 ，
シ ヴ ァ の

一
元 化が完成する． こ こ で 重 要 な こ とは

， 探求 され た対

象は上 位の 原理 に還 元 され るの で は な く， 認識主体 に 還元 され る
，

とい うこ とで

あ る． 再 認識派に お い て は ， 究極 的 に は ， シ ヴ ァ へ 至 る道 と して 36 原理 の 階梯

は不 要で あ る．
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6 ． 36原理 と世界創造　ア ビナ ヴ ァ グ プ タ に と っ て
，

そ れ ぞ れ の 原理 問の 因

果関係 は構想 され た もの にす ぎない ． 究極 的 に は
，

シ ヴ ァ が 原 因 とな り， 自主性

を通 じて 36 原理か らな る
一

切 を創造す るの で ある
18）

． した が っ て
， 世界創造の

過程 に お い て
， 原理 問の 因果関係 は究極 的 に は必 要 と され ない ．

　ア ビナ ヴ ァ グ プ タ に よれ ば， 最高原 理 で あ る シ ヴ ァ は
， 自 らに まず 「私」 とい

うシ ャ クテ ィの 部分 を生ぜ しめ ， そ の 後で ， それ 以下の 原理 に 自らを分 化 し
， 「こ

れ 」 とい う現 象世 界 を顕 現 せ しめ る の で あ る ． 世界 は ， 「私 」 とい う意 識 （ahana ）

に相対 して 「こ れ」 とい う意識 （idantE）が 生 じる こ とに よ っ て 顕現する
19）

． こ の

よ うな世界 創造 の 理 論 は ， 36原理 の 体系 に も反 映 され る。 まず シ ャ クテ ィ 原理

に お い て 「私 」 とい う意識 が 生 じる ． こ の 段 階で は
， 「私」 とい う意識 は純粋 で

あ り， 「私 」 に 対 立 す る 「こ れ 」 とい う意識 は存在 しない ． 永遠 の シ ヴ ァ の 段階

で は じめ て 「こ れ 」 とい う意識が 生 じる． 永遠の シ ヴ ァ の 段 階か ら主 宰神原理 の

段 階 を経 て 清浄 な知 の 原 理 ま で は ， 「私 」 と 「こ れ 」 の 間 に は ， 同
一

性 が ある ．

しか しマ ー ヤ ー原 理 以 下 の 段 階 で は ， 「私」 と 「こ れ」の 間の 同
一

性 はな くな り，

「私 」とい う意識 は認識 主体 を拠 り所 とす る もの とな り， 「こ れ 」 とい う意識 は 認

識 対象を拠 り所 とす る もの に なる の で ある
20）

．

7 ． 終わ りに　「僅 か な方法」 を体 現す る 再認識派 に お い て ， 36原理 は 因果 関

係 を本 質とす る 階梯で はな く， シ ヴ ァ へ 至 る道 と して は もはや機能 しない ， そ の

こ とは
，

‘
adhvan

’

を 「道」と解釈せ ず ， 「享受 さ れ る べ き対象」 と解釈 す る こ と と，

シ ヴ ァ の 方法 の 補助 手段 あ る い は個我 の 方法 と して 位置づ け られ て い る こ とか ら

も明 らか で あ る．

　 ウ トパ ラ デ
ー

ヴ ァ に とっ て
， 原理 こ そが シ ヴ ァ に よ っ て 直接 的 に生 み 出 され る

もの で あ り， そ れ ら原 理 を手段 と して 世界 の 多様な存在が生 み 出 され る． その よ

うな原 理 は ， ア ビナ ヴ ァ グ プ タ に よれ ば
， 普遍 に等 しい もの として 解釈 され る ．

普遍 は多様な存在 と して展 開 され る． そ の 存在 は 普遍の 混合体 で あ る． 再認識 派

に お い て ， 36 原理 は ， シ ャ イ ヴ ァ
・シ ッ ダ

ー
ン タの よ うに 階梯 と して で は な く，

多様 な存在の 根本的要素 として 再解釈 され る．解脱の ため に探 求 され るべ き対象

は
，

上 位原理 に還 元 され るの で は な く， 認識 主体 に 還 元 され る の で あ る．

1）再 認識派で は ， プル シ ャ原理は カ ウ ン トされ るが ， プル シ ャ 原理 を 36 原理 に挙 げ

ず， そ の 代わ りに グナ 原理 をた て る場合 もある．例えば
， 『原理綱要』を見 よ．　　　 2）

こ の 原理は ，
‘
sada −Siva

’
「永遠 の シ ヴ ァ 」 と解釈 され る だけで な く，シ ヴ ァ 原 理 と区別 さ

れ ，

‘
sad −E−Siva

’
「有 を本質 とす るわずか に劣 るシ ヴ ァ 」 と して も解釈され る ． これ は

，
こ
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（238） シ ヴ ァ 教再認識派における 36原理 （川　尻）

の 原理 よ りも上 位 に シ ヴ ァ とシ ャ ク テ ィ とい う原理があ る か らであ る．　 　 　 3 ）See

TSa28 ．　 　 4 ）See　T入6．30．　 　 5 ）See　MVUT3 ．20「 23．こ れ ら三 つ の 手段 につ い て は

高島 ［1986］： 「カ シ ミ
ール ・シ ヴ ァ 派 に お ける upaya と Saktipataの 体系 」 （『宗教研 究』

60 （3）： 55−84）参照．　　　 6 ）See　TTNV
，
　p．319．　　 7 ）See　T［［NV

，
　p．322．　　 8）

こ の 解釈はボ ージ ャ に言及 され る． See　TP73，　　 9 ） See　MV 　on 　MPA 　5．2−3．　　 10）

SDV
，
　pp．27−−28．　　 11）Vasudeva ［2004： 190，

　fh．12］に お い て
，

ア ビナ ヴ ァ グ プ タ は こ

の よ うに原 理が 世 界創造 の 原 因で ある とい う見解 に 言及 しない ， と述べ られ て い る が ，

多様な存在と して 展開 され る とい う形で
， 世界創造の 原因と して 原理 に言及して い る．

12）See　TA9 ．4cdT6cd．　Vasudeva ［fbrthcoming］ に よれ ば，『マ タ ン ガパ ーラ メ ーシ ュ ヴ ァ

ラーガ マ 』 を根拠 とする理 由は，そ の見解が ア ビナ ヴ ァ グ プ タ 自身の 見解 に
一

致する と

い うこ とだ けで は な く，
シ ャ イ ヴ ァ

・
シ ッ ダー ン タ の 学匠の 間で 支配的で あ っ た か らで

あ る，　 　 13）See　iPW 　III
，
　p．264，

　IPV　II，　p．214，219．他学派の 見解 に つ い ては ， 例 えば

ク マ
ー

リ ラ を参照せ よ． See・Slokavartika
，
　akptivada　3cd．　　 14） ジ ャ ヤ ラ タは，「す べ て

に展 開す る もの （tat）， す なわ ち最高 の 形，それの 性質が 原理 で ある」 （tanoti　sarvam 　iti

tat　param　nipa 皿 ，　tasya　bhavas　tattvam ） と述 べ て い る 。すべ て に展 開す る最高の 形 とは ，

シ ヴ ァ に他な らな い ． 原理 が シ ヴ ァ の 性 質で あ る こ とが 示 さ れ て い る．See　T入V 　on

TA9 ．L 　　 15）See　SvTU4 ．241−2．また ヨーガ ラージ ャ は ， 原 理 に関 して，「身体な どの

一
切が展 開され る場所」 （tanyate　sarvarp 　tanv五di　 yatra）， 「展 開 したあ と

， 帰 滅 に 至 る まで

存在する もの 」 （tananat　tat　a　pralayam）「それ の 性質」 （tasya　bhEval］）とい う三 つ の 解釈 に

言及 して い る ．See　PSV ，　p．31．　　 16） こ れ に つ い て は川 尻 ［2006］「シヴ ァ 教 再認識

派の svalakSarpa 批 判 　　abhEsani   urumbhatmakasvalak ＄apavada
−

」（『南ア ジ ァ古典学』1 ：

109− 128） を参照 され た い ．　　　 17）再 認 識派 に お ける解 脱の プ ロ セ ス 及 び再認識 の

二 重性 に つ い て は拙稿 「ア ビナ ヴ ァ グプ タの iSvarapratyabhi’
fiakliriha帰敬偈解釈

一
「再

認 識」の 二 重性 に つ い て　　」（『印度学仏教学研究』52−1 ： （87）一（89））を参照 された い ．

18）ア ビ ナ ヴ ァ グ プ タは，因果関係 を構想 された もの と究極的 なもの とい う形で 二 種類

に 分ける．See　TA9 ．7−8　and 　TSa
，
　pp．69−70．　　 19）See　lPV　I

，
　p．1．　　 20）See　1PV　III．1．3．
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